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歯科医院での受診が困難になった市民の皆様に、地域に根付いた歯科医師による「訪問歯科診療」を

サンキュー よいは

フリーダイヤル 0 1 2 0 - 3 9 0 - 4 1 8

Dr.Yoiha

訪問歯科診療の
ご依頼

歯科診療
なんでも

認知症と口腔の関係について

歯科にかかるきっかけは、歯の痛みや違和感である場合がほとんどです。一

般に認知症の方は、痛みを感じにくくなる 感覚異常の 症状と痛みを言葉など

で表現できなくなる事が合わさることで、これらを訴えることが困難になり

ます。例えば、歯ぐきに入れ歯による傷があった場合は、出し入れの時や 入

れ歯を入れて食事をする時に痛みが出るはずです。しかし「痛い」という言

葉を伝えることが難しくなってくると、介助している方が、食事の前に入れ

歯を入れてあげようとしてもお口を閉じてしまって入れさせてくれなかった

り、食べ物をお口の中に入れても噛まない、食事を拒否するなどの日常の変

化が見られることがあります。ちょっとした変化からお口の不具合を推測し、

歯科受診が困難な場合には、訪問診療にて入れ歯の調整や専門的な口腔ケア

を行い、お口の機能を良い状態に保つ必要があります。

認知症には、アルツハイマー型と脳血管性の２種類があります。

アルツハイマー型認知症は、脳に委縮が見られるのが特徴の病気で、CT画像検査で残っ

ている歯が少ない人ほど脳委縮が進んでいたという報告があります。さらに、アルツハ

イマー型認知症の人のほうが、健康な人より残っている歯が少なかったという調査結果

により、噛むことが脳を活性化することもわかっております。噛むことで刺激が歯根膜

(歯根と歯槽骨の間の部分)から脳へ伝わり、アセチルコリン(学習能力に関わる伝達物

質)を増やすというものです。この伝達物質の量が減るとアルツハイマー型認知症を引

き起こす原因になるといわれます。

脳血管性認知症は原因が脳卒中であり、動脈硬化が脳の血管

で起こるものです。歯周病菌が動脈硬化をおこして血管に付

着すると、血管を狭める作用を促進すると考えられる為、歯

周病を防いで動脈硬化のリスクを減らすことが、脳血管性認

知症のリスクを減らすこととなります。
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①
まずは下記番号に

お電話下さい

②
患者様の情報を

お聞きします

③
連携室から協力医

に依頼

④
協力医と相談の

上訪問日時を決定

⑤

訪問診療開始

訪問歯科診療のご依頼・お問合せは

在宅歯科医療地域連携室
〒210-0006川崎市川崎区砂子2-10-10

公益社団法人 川崎市歯科医師会事務局内

サンキュー よいは

フリーダイヤル 0 1 2 0 - 3 9 0 - 4 1 8
携 帯 0 8 0 - 9 8 6 8 - 1 9 1 7

〈受付時間〉9時～16時（月～金）,9時～12時（土）

お問い

合わせは

お気軽に
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歯科医院に

行きたくても

なかなか

行くことが

できない・・・

でも大丈夫！
「在宅歯科医療地域連携室」

が仲介役となり、訪問診療 を

行っている歯科医師

をご紹介いたします。

若い方でも中途障がい

など、通院が困難な方

も対象となります。

個人情報の取り扱いについて

(プライバシーポリシー)

公益社団法人川崎市歯科医師会(以下「本会」

といいます)は、適正な手段によって個人情報

を取得し、業務上必要な範囲内で所定の目的

での利用をいたします。個人情報の取り扱い

について、個人情報の保護に関する法律の趣

旨を理解し、諸規定を策定して、適正に取り

扱うことが本会の社会的責務であると認識し、

個人情報の保護に努めます。

ご案内

地域連携室主催の研修会を行いました特集

今研修会は施設の強い要望を頂き開催の運びとなりました。

コロナ禍による感染対策の一環として、当日はソーシャルディスタンスを維持できる人数と個々の距離を保つ等

の充分な感染対策を行い、在宅に関わる介護従事者等の参加者と「摂食機能・訓練実施方法」「誤嚥性肺炎予防

における口腔ケア」「口腔ケアの必要性」や「口腔ケア用品の保管・消毒」について研修を行いました。

参加者からは「感染予防のために口腔ケアの必要性を理解した」「感染の重症化を予防できることが分かった」等、

多くの声を頂きました。

コロナ禍の中、御参加いただきました関係者の熱心な学びの姿勢に、今後も引き続き口腔ケアの重要性について伝

えて行くことの必要性を再確認できた研修会となりました。

を作成しました。

リーフレットと共にお届けしています。チェックシートにチェックを

入れてFAXを頂ければ、折り返し担当者よりご連絡を入れさせてい た

だきます。歯・歯肉・お食事・飲み込み等に分類されています。

それ以外にも気になること があればご 相談ください 。リーフレ ット

は区役所や各施設などにお配りしてあります。

地域連携室に直接連絡していただいても、すぐにお送りできます。

相談できる体制を整えておりますので、お気軽に下記フリーダイヤルに

お電話下さい。

両高齢者施設にて、

川崎市歯科医師会所属

石井孝一先生による

研修会が行われました。


